
 

 

 

 

 

 

大縄記録会開催される 
 先週４日（水）２０分休みを使って、大縄の記録会が行われました。１・２年生が跳ぶ

ときは、５・６年生の担当の子どもが縄を回し、全学級が八の字跳びの記録に挑戦しまし

た。当日は、大変気持ちの良い冬晴れの天気に恵まれ、体育の時間や休み時間に練習をし

てきた成果を出そうと、子どもたちは意気込んでいました。 

 低学年・高学年の２部にわかれて跳びました。各クラスは、２チー

ムに分かれて跳び、お昼の放送で報告された結果は、クラス２チーム

の合計回数でした。 

【低学年の部】３年Ａ組 ２３９回  

２年Ａ組 １７５回 

３年Ｂ組 １７３回 

【高学年の部】６年Ａ組 ３７０回 

       ６年Ｂ組 ３６２回 

       ４年Ｂ組 ３６２回 

 記録は上の通りでしたが、大切なのは練習を開始した時にど

れだけ跳べて、この記録会までにどれだけ伸ばすことができた

かにあります。それぞれのご家庭で、そんな話がでていると嬉

しいです。私が見ている中では、リズムをとる掛け声をしているクラス・チームが記録を

伸ばしていました。きっとそれぞれのクラス・チームで記録を伸ばす作戦があったと思い

ますので、また聞いてあげてください。そして、今日目標を越えられなかったクラス・チ

ームのみなさんは、また声を掛け合って練習をして挑戦してみてくださいね。 
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目標は達成できました

か。結果はお昼の放送

で言います。 

６年：    さん 

１年 ２年 ３年 

４年 ５年 ６年 

目標達成に向けて頑張

ろう。僕たちの目標は

１５０回です。 

６年：    さん 



授業参観・懇談会へのご出席、ありがとうございました。 

 今年度最後の授業参観と懇談会が、先週金曜日に行われました。その中で、３年生は大豆から豆

腐作り・黄粉づくりを午前中に行い、「大豆から学ぼう」で学習したことを５限目に発表をしまし

た。また１年生は保育園・幼稚園の子を招待した遊びのコーナーを再現し、おうちの方にお客さん

になってもらって、一生懸命に「おみせやさん」を開店していました。その時の様子を紹介します。 

【３年生 大豆から学ぼう】 

 １～４限目に齋藤さんと農協の方、おうちの方にお世話に

なって豆腐作りと黄粉づくりに挑戦しました。豆腐作りは、

大豆をミキサーでくだき、こし袋で豆乳をしぼり、火にかけ

て２０分ゆっくりかきまぜ、７５℃まで下がったらにがりを

入れてかたまるのを待ちました。黄粉づくりは大きな石臼を

持ってきていただき、少しずつ大豆を入れてみんなで回して

いきます。班の中には一度に大豆を入れてしまう班もあって、

初めてひく石臼に大苦戦していました。 

 ５限目の発表では、、自分たち

が調べたことや見学させてもら

ってわかったこと、教えていた

だいたこと、大豆の育て方やそ

の成長の様子などを絵などを使

って、３年生なりに精一杯伝え

ようとはりきる姿がみられまし

た。 

【１年生 おみせやさん】 

 今日のお客さんはおうちの皆さんです。それだけで、子どもたちは朝から大はしゃぎ。おうちの

人を楽しませようと張り切っていました。おみせやさんの紹介をわかりやすくできたようで、親子

でとても楽しい時間が過ごせました。おみせやさんの最後には、おうちの方から「自分たちで考え

てやっていくことを大切にしていってください。」「おみせやさんみたいに、みんなでこれからも協

力していって下さい。」と感想を伝えていただけたそうです。 

よかったね！１年生のみんな。おみせやさんは大成功でした。 
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「いっぺんに大豆入れたらあ

かんよ。」でも・・・ 

「ここに入ると、ラ

ッキーポイント

で、１００点にな

ります。」 

「はい！わかりま

した。」 

わかりやすい説明 

だったよ。 

「入れるの難しい

なあ～」 

「お母さん、がんば

れ。」 

そんな声が聞こえ 

てきそうですね。 

あちらこちらから 

歓声が沸きあがっ 

ていました。 


